
１位「スーダン　シエリル」
令和５年９月～月　都府県・生涯乳量

愛知県・木村睦美さん

速
報
値
、Ｇ
ｅ
ｎ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
…

登
録
と
Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
で

最
新
の
改
良
情
報
を

１
位
　
木
村
睦
美
さ
ん

（
愛
知
県
）

２
位
　（
株
）布
田
牧
場

（
宮
城
県
）

３
位
　

田
茂
さ
ん

（
埼
玉
県
）

４
位
　
雫
田
岳
志
さ
ん

（
長
野
県
）

血
統
登
録
申
込
は

減
少
が
続
く

牛
群
審
査
再
開
で
　
　

頭
数
は
増
加
に
転
じ
る

週
１
回
、Ｇ
評
価

速
報
値
を
提
供

よ
り
多
く
の
会
員
に

Ｇ
ｅ
ｎ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
を
　

血
統
登
録
の
必
要
性

い
ま
一
度
考
え
て
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令
和
５
年
９
月
か
ら

月

に
都
府
県
で
検
定
成
績
証
明

さ
れ
た
も
の
の
中
か
ら
、
表

に
上
位

頭
を
示
し
た
。
今

回
は
４
頭
が
総
乳
量
（
Ｍ
）


万
㌔
を
突
破
し
た
。

　
今
回
の
１
位
は
木
村
睦
美

さ
ん
（
愛
知
県
）
の
「
Ｙ
Ｋ

Ｔ
　
ス
ー
ダ
ン
　
シ
エ
リ

ル
」
の
検
定
回
数
８
回
で
検

定
日
数
２
７
３
９
日
、
Ｍ


万
８
４
３
７
㌔
、
総
乳
脂
量

（
Ｆ
）
４
０
６
７
㌔
、
平
均

乳
脂
率（
Ｆ
％
）３
・
８
％
、

総
乳
蛋
白
質
量
（
Ｐ
）
３
６

３
６
㌔
で
あ
っ
た
。
こ
の
成

績
は
愛
知
県
内
で
乳
量
歴
代

５
位
、
乳
脂
量
歴
代
４
位
と

な
り
、
同
牧
場
内
で
は
２
頭

目
の

万
㌔
突
破
牛
と
な
っ

た
。
本
牛
は
、
北
海
道
帯
広

市
の
杉
浦
牧
場
か
ら
の
Ｅ
Ｔ

産
子
で
あ
る
母
牛
と
共
に
決

定
得
点

点
以
上
を
獲
得
し
、

体
型
面
で
も
優
れ
て
い
る
。

　
２
位
は
（
株
）
布
田
牧
場

（
宮
城
県
）
の
「
ア
ー
ス
イ

ー
ス
ト
　
ス
タ
ー
　
ゼ
ニ

ス
」
の
検
定
回
数
８
回
で
検

定
日
数
３
６
６
７
日
、
Ｍ


万
６
５
６
３
㌔
、
Ｆ
４
０
６

８
㌔
、
Ｆ
％
３
・
８
％
、
Ｐ

３
３
３
６
㌔
で
あ
っ
た
。
宮

城
県
内
で
乳
量
歴
代
７
位
、

乳
脂
量
歴
代
８
位
の
成
績
。

本
牛
は
北
海
道
中
標
津
町
の

佐
々
木
牧
場
か
ら
初
産
時
に

導
入
さ
れ
て
以
降
、
約

年

生
産
を
続
け
た
。
ま
た
、
母

牛
は
７
乳
期
す
べ
て
で
Ｆ
％

が
４
％
を
超
え
て
い
る
。

　
３
位
は

田
茂
さ
ん
（
埼

玉
県
）
の
「
タ
カ
ダ
フ
ア
ー

ム
　
エ
ム
ビ
ー
　
マ
セ
ラ
テ

イ
　
ド
ー
バ
ー
」
の
検
定
回

数
６
回
で
検
定
日
数
２
４
９

７
日
、Ｍ

万
５
４
８
７
㌔
、

Ｆ
４
０
３
７
㌔
、
Ｆ
％
３
・

８
％
、
Ｐ
３
４
１
２
㌔
で
あ

り
、
乳
量
は
埼
玉
県
内
で
歴

代

位
。
遡
れ
る
限
り
９
世

代
前
の
１
９
７
０
年
か
ら


田
牧
場
で
飼
養
さ
れ
て
き
た

血
統
で
あ
り
、
曾
祖
母
牛

「
リ
ン
カ
ー
ン
」
も
生
涯
乳

量

万
２
１
９
４
㌔
を
記
録

し
て
い
る
。
な
お
、
本
牛
は

同
牧
場
４
頭
目
の

万
㌔
突

破
牛
と
な
る
。

　
４
位
は
雫
田
岳
志
さ
ん

（
長
野
県
）
の
「
ミ
ル
キ
イ

　
モ
ン
ブ
ラ
ン
　
フ
デ
コ
　

コ
デ
イ
」
の
検
定
回
数
８
回

で
検
定
日
数
２
４
４
０
日
、

Ｍ

万
３
４
０
０
㌔
、
Ｆ
３

２
６
３
㌔
、Ｆ
％
３
・
２
％
、

Ｐ
３
０
５
８
㌔
。
こ
の
成
績

は
乳
量
に
関
し
て
長
野
県
内

歴
代

位
の
成
績
と
な
る
。

本
牛
は
未
経
産
の
時
に
北
海

道
別
海
町
の
坂
上
牧
場
か
ら

導
入
さ
れ
て
い
る
。
初
産
時

か
ら
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
３
０

５
日
乳
量
１
万
㌔
を
突
破
し

続
け
て
お
り
、
生
産
性
に
優

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
４
位
の
雫
田
さ
ん

を
は
じ
め
、
佐
藤
俊
さ
ん

（
宮
城
県
）、
徳
川
恵
一
さ

ん
（
徳
島
県
）、（
有
）
加
藤

牧
場
（
埼
玉
県
）、
松
島
太

一
さ
ん（
熊
本
県
）、（
公
財
）

郡
山
市
観
光
交
流
振
興
公
社

（
福
島
県
）、（
株
）
荒
木
牧

場
（
熊
本
県
）、
新
海
益
二

郎
さ
ん
（
長
野
県
）、
千
葉

準
一
さ
ん
（
青
森
県
）
所
有

牛
は

点
以
上
を
獲
得
し
て

お
り
、
体
型
に
お
い
て
も
優

れ
た
成
績
を
残
し
て
い
る
。

　
日
頃
よ
り
、
日
本
ホ
ル
協

の
登
録
事
業
に
多
大
な
る
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
５
年

月
末

現
在
の
都
府
県
血
統
登
録
申

込
は
、
２
万
８
６
９
４
頭
で

前
年
同
期
と
比
べ
て
４
６
８

２
頭
減
、
率
に
し
て

・
９

％
と
減
少
が
続
い
て
お
り
ま

す
。

　
性
選
別
精
液
の
利
用
が
年

々
増
加
し
て
い
る
一
方
で
、

離
農
等
に
よ
る
会
員
減
少

や
、
猛
暑
に
よ
る
繁
殖
頭
数

の
減
少
、
Ｆ
１
生
産
の
黒
毛

和
種
交
配
頭
数
の
増
加
の
影

響
等
に
よ
っ
て
、
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
種
雌
牛
の
登
録
頭
数
は

減
少
し
て
お
り
、
特
に
個
別

登
録
は
前
年
同
期
比

・
７

％
と
前
年
を
大
幅
に
下
回
っ

て
い
ま
す
。

　
本
年
度
前
期
の
牛
群
審
査

・
体
型
調
査
は
、

都
府
県

で
９
０
６
４
頭
実
施
し
ま
し

た
。
前
年
度
は
長
引
く
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
、
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
円
安
ド

ル
高
に
よ
る
燃
料
や
輸
入
飼

料
価
格
の
高
騰
で
酪
農
情
勢

が
極
め
て
厳
し
い
状
況
も
影

響
し
て
、
牛
群
審
査
・
調
査

の
実
績
は

都
府
県
８
６
３

８
頭
と
大
き
く
落
ち
込
み
ま

し
た
が
、
昨
年
５
月
の
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
第
５
類
へ

の
移
行
後
は
、
そ
れ
ま
で
牛

群
審
査
・
調
査
を
中
止
し
て

い
た
県
並
び
に
農
家
が
審
査

受
検
を
再
開
し
た
こ
と
か

ら
、
前
年
同
期
比
１
０
４
・

２
％
と
増
加
に
転
じ
ま
し

た
。

　
な
お
厳
し
い
情
勢
の
中

で
、
牛
群
審
査
受
検
や
体
型

調
査
へ
の
協
力
に
対
し
て
深

く
感
謝
申
し
上
げ
、
引
き
続

き
審
査
事
業
に
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
で

は
、
２
０
２
３
年
８
月
の
乳

用
牛
遺
伝
能
力
評
価
か
ら
、

ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
速
報
値
を

週
１
回
提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
、
日
本
ホ
ル

協
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
「
ゲ
ノ

ミ
ッ
ク
（
Ｇ
）
評
価
速
報
」

で
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
済
み
雌
牛

の
Ｇ
評
価
値
を
確
認
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
図
１

参
照
）
。

　
こ
れ
ま
で
毎
月
実
施
し
て

き
ま
し
た
国
内
の
Ｇ
評
価
で

は
、
個
体
に
よ
っ
て
は
Ｇ
評

価
値
公
表
ま
で
２
か
月
以
上

か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
関

係
機
関
の
協
力
連
携
に
よ
っ

て
、
最
短
３
週
間
で
速
報
値

を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
速
報
値
は
年
３
回

（
８
月
、

月
、
２
月
）
の

Ｇ
評
価
値
公
表
ま
で
の
暫
定

的
な
も
の
で
す
が
、
公
式
評

価
と
高
い
相
関
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
育
成
牛
の
早
期
選
抜

や
交
配
種
雄
牛
選
定
の
た
め

の
有
効
な
情
報
と
な
り
ま
す

の
で
、
こ
の
速
報
値
も
大
い

に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
日
本
ホ
ル
協
で
は
、
昨
年

８
月
か
ら
「
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
情

報
利
活
用
シ
ス
テ
ム

Ｇ
ｅ

ｎ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
」
の
運
用
も
開
始

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
令
和
４

年
度
に
運
用
開
始
し
た
「
自

動
登
録
同
時
Ｓ
Ｎ
Ｐ
農
家
還

元
情
報
Ｗ
ｅ
ｂ
」
と
従
来
の

「
牛
群
遺
伝
情
報
」
を
統
合

し
た
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
従
前
の
還
元
情
報
Ｗ
ｅ
ｂ

は
、
自
動
登
録
同
時
Ｓ
Ｎ
Ｐ

検
査
実
施
農
家
を
対
象
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
国
内
Ｓ
Ｎ

Ｐ
検
査
の
普
及
推
進
に
よ
る

Ｇ
評
価
の
拡
充
を
図
る
た

め
、
そ
の
対
象
を
「
Ｇ
評
価

値
を
有
す
る
未
経
産
牛
を
所

有
す
る
会
員
酪
農
家
」
に
拡

大
し
ま
し
た
。

　
「
Ｇ
ｅ
ｎ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
」
は
、

個
体
毎
の
情
報
は
勿
論
の
こ

と
、
牛
群
全
体
の
状
況
を
グ

ラ
フ
化
し
て
見
や
す
く
、
活

用
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。特
に「
未
経
産
牛
分
布
」

の
グ
ラ
フ
で
は
、
Ｇ
Ｎ
Ｔ
Ｐ

を
有
す
る
牛
が
牛
群
内
の
ど

の
位
置
に
い
る
か
が
可
視
化

で
き
ま
す
（
飼
養
す
る
未
経

産
牛
の

％
以
上
が
Ｇ
Ｎ
Ｔ

Ｐ
を
有
す
る
こ
と
等
が
条

件
）
。

　
牛
群
の
改
良
は
一
部
の
牛

だ
け
で
は
な
く
「
す
べ
て
の

牛
」
の
情
報
を
把
握
し
、
そ

の
情
報
を
活
用
す
る
こ
と
が

最
も
重
要
で
す
の
で
、
こ
れ

を
機
に
よ
り
多
く
の
未
経
産

牛
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
の
実
施
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
日
本
ホ

ル
協
で
は
、
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
情

報
、
体
型
審
査
成
績
や
牛
群

検
定
成
績
の
情
報
還
元
の
拡

充
を
進
め
る
こ
と
で
、
会
員

酪
農
家
の
改
良
の
一
翼
を
担

え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
基

本
で
あ
る
血
統
情
報
が
な
け

れ
ば
、
例
え
乳
量
が
多
く
体

型
に
優
れ
た
牛
で
あ
っ
て

も
、
よ
り
正
確
な
遺
伝
評
価

を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
血
統
登
録
す
る
こ
と
で

よ
う
や
く
改
良
へ
の
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
て
る
わ
け
で

す
。

　
登
録
の
お
願
い
ば
か
り
に

な
り
ま
す
が
、
長
き
に
わ
た

っ
て
生
産
性
に
優
れ
た
、
機

能
的
な
牛
に
改
良
す
る
に

は
、
血
統
登
録
は
必
要
不
可

欠
で
す
。
血
統
登
録
の
必
要

性
に
対
す
る
ご
理
解
ご
協
力

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。（

事
業
部
・
國
行
）


